




① 地域に馴染みの薄かった人々と、

既に活動をしている人々が

学びあう場を通じて、

② 「やりたいこと」や「興味のあること」から

地域での活動を生み出し、

お互いにつながりながら

③ 「支え合いのかたち」を

豊かにしていくプロジェクト

地域の「支えあいのかたち」を
豊かにする プロジェクト



アフターフォロー

• 講座修了後の活動を支援

• 地域の活動へとつなぐ

講座の実施

• 地域活動の担い手づくり

• 担い手のための場づくり

地域への説明

人材、事業者等の
掘り起こし

ふりかえり実施

広報（市政だより、
WEB、SNS等)

校区選定

事前調査・ヒアリング

ヒアリング調査

広報、会場調整

講座運営

講座の運営 アフターフォロー

関係機関への取次

個別フォロー

全体フォロー

Step.1 Step.2 Step.3

講座の企画・策定

ヒアリング/掘起し/人集め

• 対象校区周辺の様々な方に
ヒアリング

• 地域の方々との関係づくり

• 講座の受講生募集



できることシェア

ファシリ体験

入学式
オリエンテーション

地デザ説明＆自己紹介

ケースワーク

地域の課題と企画作りを
想定したケースワーク

チームづくり
企画づくり

やりたい事を基にした
チーム結成と企画の具体化

企画づくり

企画の具体化

企画発表

意見交換

これからのこと

地域や事業者の方と意
見交換・交流

卒業後の活動について
考える



■福岡県

□福岡市

①東区 千早：2014.9~2015.1

②南区 西長住：2015.6~11

③中央区 簀子：2015.9~2016.3

④西区 西都：2016.6~11

⑤東区 照葉：2016.10~2017.1

⑥早良区 有住：2016.12~2017.3

⑦東区 香椎：2017.5~8

⑨南区 大橋：2017.9~10

⑩西区 下山門：2017.10~12

⑫城南区 七隈：2018.2~3

⑯南区 野間：2019.1~3

□大牟田市

⑧2017.6~8 

⑬2018.6~8

□香春町

⑰2019.8~10 

■大分県 □大分市

⑪荷揚・中島・住吉：2017.12~2 

⑮鶴崎・三佐・別保：2018.12~1

⑲大在：2019.11~12

■山口県 □防府市

⑭2018.10~12

⑱2019.11~2020.1

主な実施依頼主

・行政（市民活動、福祉、まちづくり等）

・自治協議会 ・公民館

・商店連合会 ・大学（研究室）

・中心市街地活性化協議会

・医療/福祉事業所



受講生の特徴（H26.4~H30.3）

◆ 受講生総数320名

◆ 約7割が既存の地域活動への関わりが希薄
「地域活動に関わりの薄い層」からの参加多

◆ 10代〜80代までの多世代が集う場
30代〜40代が57%

◆ 属性が多様

サラリーマン、自営業者、主婦、福祉関係者、

自治協関係者、定年後の方、学生…等

◆ 地域と関わるきっかけを求めて

受講理由の多くは、明確な目的意識ではなく、

「地域と関わりたい」等漠然としたものが多数

地縁活動
（自治会・子供会・PTA等）に

参加していますか？

いいえ

67%

はい

33%

※受講生へのアンケートより

n=148



地縁組織 医療・福祉 事業者

• 自治協議会役員
• 自治会役員
• 青少年育成連合会
• 子育てサポーター
• PTA役員

• 看護師
• ケアマネージャー
• 高齢福祉施設
• 障がい福祉施設
• 作業療法士
• 社会福祉士
• 社会福祉協議会
• いきいきセンター

• 学習塾経営者
• 飲食店経営者
• 会社員
• 行政書士
• 個人事業主
• WEB・DTPデザイナー
• マスコミ
• 広告
• 不動産
• 建築士
• まちづくり会社
• NPO団体職員
• 保育士
• 商店街

地域住民 行政・教育

• 主婦
• シニア世代
• 高校生
• 大学生
• 公民館サークル講師

• スクールソーシャル
ワーカー

• 小中学校・大学教員
• 地域おこし協力隊
• 都市計画
• 施設管理



• 第２期：南区西長住校区

• 名店街の空き店舗をDIYして、地域のたまり場に

• 2016年7月オープン。名店街と協働して助成金も獲

得

• 自治会関係者など地域の人と一緒に運営方針を相談

• カフェ、レンタルスペースを兼ね備える

樋井川
テラス
2015.2~

http://www.yoshiura-build.jp/terrace/



• 福岡市西区下山門

• 地域住民(役員)や介護施設職員、地域包括センター職

員、防災士などからなるメンバー

• 清掃活動などを通じて、世代を超えて困った時に声を

掛け合える町内にすることを目指す

• イベント当日は、地域の住民や子どもたち、介護施設

の利用者と職員も参加

• 資源回収の手伝いとゴミ拾いをしながら交流を深める

子供広場
ワイワイ

プロジェクト
〜２丁目は

大きな家族です〜

2017.10〜



※H26.4~H30.3

活動者：305人

(受講生：320人)

ヒアリング協力者：約280人 卒業式意見交換協力者：約420人

卒業後立ち上がったチーム数： 73チーム 活動実施数：105回
受講生以外の活動協力者：210名

イベント参加者等：約6,650名

受講生

地デザへの協力者

企画への協力者

自治協等の地縁組織
に加入した受講生： 10人

活動の受益者



自分の暮らす地域のことをめぐって

気兼ねなく、話をする

何か始めるきっかけを探す

つながりをつくる

実際に何かをはじめてみる

「学びあいと実践の場」です。





大切にしたいのは「対話」

議論 会社など日頃の肩書・立場をもとにテーマに
ついて意見をぶつけ合い、結論・答えを出す

雑談 何かを生み出す目的も、
テーマもやり方も設定せず話す（その場任せ）

対話
テーマに対し、ルールのもとに、
それぞれの意見を聴きあうことで
気付き、相互理解を深める



発言しやすい場とは？：「安心感」のある場

…
発言しない人って…

・意見がない ・やる気がない
・考えていない

「こうしたらいいのに」
って思うけど…

私は詳しくないから
批判されたら嫌だな

できることなら
手伝ってもいいんだけど…

「手伝う」と言って
仕事が増えたら、

負担だな

頭の中
では…

本当に？



話したい…

参加したい

• 可能性ややる気が
表に出てこず、
潜在化している

対話の場づくり

（ファシリテーション）

• 安心して発言でき、
試行錯誤ができる

• 対話の参加者と共に
気づきを持ち寄り、
問いを深められる

• 安心感を与える

• 発言を引き立てる

• 発言を後押しする

• テーマに適った
対話をする

話せる！

参加できる！



協働学習

• 「やりたいこと」や「できること」を、

人との関わりの中で引き出す

• 「何かを始めたい」と思っている人の

背中を誰かが押すきっかけをつくる



可能性というものは、

１人の人間の中にもともと
備わったものではなく、

「あの人とだったら

できるかも」

「この場でならできるかも」

といった具合に、

その人が置かれた

状況の中で生まれるもの

上田信行・中原淳『プレイフル・ラーニング』p82



出典：森玲奈編著『「ラーニングフルエイジング」とは何か:超高齢社会における学びの可能性』



• 受講生 が「学ぶ」＝学ぶ人が主体的

学習

• 答えを教えるのではなく、
「やってみよう！」と思ってもらう

• 受講生同士の学び合いを促し、
対話やふりかえりでの意味付けを手伝う

学習支援


